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通
算
第
25
回
（
法
人
化
第
21
回
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ピ
ア
ソ
ン
会
総
会
終
了
！

　

５
月
27
日
土
曜
日
、
ピ
ア
ソ
ン
会
活
動
開
始
後
満
25
年
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
度
定
期
総
会

を
、
顧
問
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
お
迎
え
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
総
会
で
は
、
新
理
事
斎
藤
氏
も
信
任
さ
れ
、
画
期
的
な
若
い
理
事
の
誕
生
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
た
、
明
る
い
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
小
川
運
営
会
員
が
選
出
さ

れ
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
第
１
号

議
案
の
２
０
２
２
年
度
活
動
報
告
・

会
計
報
告
が
事
務
局
か
ら
あ
り
、
質

疑
を
受
け
た
後
、
森
下
真
裕
美
監
査

委
員
の
、
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
全

員
一
致
で
活
動
報
告
及
び
会
計
報
告

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
第
２
号
議
案
、
２
０
２
３
年

度
事
業
計
画
（
案
）・
会
計
予
算
（
案
）

の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
記
念
館
の

管
理
業
務
経
費
は
受
託
事
業
費
で
運

営
。
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
自
主
事
業
費

は
ピ
ア
ソ
ン
会
の
独
自
予
算
で
負
担

し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
主
な
事
業
内
容

　
　

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
始
ま
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
の
ま
る
３
年
間
、
各
種

事
業
な
ど
自
粛
状
態
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
の
秋
に
は
「
ほ
っ
か

い
ど
う
遺
産
W
Ｏ
Ｎ
」
の
助
成
金
を

得
て
、
映
画
会
「
わ
れ
弱
け
れ
ば
、

科　　　　目 2022 年度
当初予算額

2022 年度
補正予算額

2022 年度
決　算　額 予算増減

　会費収入 280,000 0 262,000 △ 18,000
運営会員 90,000 0 85,000 △ 5,000
賛助会員 90,000 0 87,000 △ 3,000
フレンド会員 0 0 0 0
団体会員 100,000 0 90,000 △ 10,000

　寄付金収入 280,000 0 716,751 436,751
個人寄付 50,000 0 450,151 400,151
団体寄付 20,000 0 12,000 △ 8,000
本の寄付 60,000 0 83,550 23,550
CD の寄付 0 0 4,000 4,000
絵葉書の寄付 150,000 0 167,050 17,050
その他 0 0 0 0

　助成金収入 0 100,000 100,000 100,000
0 100,000 100,000 100,000

　委託料収入 5,018,200 △ 1,100 5,017,100 △ 1,100
国際交流委託料 0 0 0 0
指定管理委託料 5,018,200 △ 1,100 5,017,100 △ 1,100

　前　受　金 0 0 0 0
　雑　収　入　 434 0 11 △ 423
　今年度収入合計 5,578,634 98,900 6,095,862 418,328
　前年度繰越金 581,366 0 581,366 0
　今年度総収入合計 6,160,000 98,900 6,677,228 418,328

《2022 年度収入決算》 矢
島
楫
子
伝
」
の
自
主
上
映
会
を
、

北
見
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
矢
島
楫
子
婦
人
矯
風
会
会
頭

が
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
９
月

に
、
野
付
牛
町
（
現
北
見
市
）
で
の

遊
郭
設
置
反
対
運
動
支
援
の
た
め
訪

問
の
、
１
０
５
年
記
念
事
業
と
し
て

の
上
映
会
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、「
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会
」、「
唐
笠

何
蝶
記
念
室
寄
贈
資
料
公
開
展
」、

ハ
ー
ブ
部
会
の
「
葉
月
展
」。「
モ
イ

ス
ト
ポ
プ
リ
講
習
会
」、「
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
設
置
事
業
」
な
ど
、
平
年

に
劣
ら
な
い
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
の
製

作
も
大
変
好
評
で
し
た
。
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新
年
度
事
業
・
予
算
に
つ
い
て

科　　　　目 2021 年度
決算額

2022 年度
予算額

2022 年度
決算額 増　減

指定管理受託事業 4,632,877 5,017,100 4,643,121 373,979
人　件　費 3,061,668 3,062,032 3,061,561 471

需要・役務・委託料 1,358,331 1,428,302 1,398,956 29,346
消 耗 品 費 192,712 100,000 186,977 ▲ 86,977
燃　料　費 159,110 191,100 214,897  ▲ 23,797
印刷製本費 180,100 180,000 144,900  35,100 

光  熱  水  費 215,730 247,777 250,989 ▲ 3,212
修　繕　料 21,990 50,000 21,828 28,172 
通信運搬費 52,101 52,200 50,975  1,225
手　数　料 37,388 39,200 31,000 8,200 
委　託　料 499,200 568,025 497,390 70,635

諸　経　費 82,000 70,666 48,540  22,126
消　費　税 130,878 456,100 134,064 322,036

ピアソン会経費 1,146,958 1,241,800 1,266,974 ▲ 25,174
  自主事業費 973,875 1,020,000 1,151,381 ▲ 131,381

企画展事業 0 50,000 0 0
出  版  事  業 301,278 150,000 149,851 149
ふれあい事業 315,729 400,000 352,325 47,675
コンサート事業 0 0 0 0
展示の充実事業 280,820 120,000 5,470 114,530
その他の事業 76,048 300,000 643,735 ▲ 343,735

ピアソン会事務費 173,083 221,800 115,593 26,917
事  務  経  費 48,976 50,000 0 50,000
通　信　費 86,257 100,000 87,282 12,718
会　議　費 17,850 50,000 28,311 21,689
旅　　費 0 0 0 0
雑　　費 20,000 21,800 0 21,800

予  　備　  費 0 8,100 0 8,100
   今年度支出合計 5,779,835 6,267,000 5,910,095 356,905

《2022 年度支出決算》

前年度繰越 581,366 円+今年度収入 6,095,862 円−
今年度支出合計5,910,095 円＝次年度への繰越し767,133 円

※　2022 年度の残高は、上記の通りとなり、
2023 年度の会計に引き継ぎされました。

2023 年度の会計予算

《収入の部》
科　　　目 2022 年度

予　算　額
2022 年度
決　算　額

2023 年度
予　算　額

会　費　収　入 280,000 262,000 280,000
 運営会員 90,000 85,000 90,000
 賛助会員 90,000 87,000 90,000
 フレンド会員 0 0 0
 団体会員 100,000 90,000 100,000

寄　付　金　収　入 280,000 716,751 290,000
 個人寄付 50,000 450,151 50,000
 団体寄付 20,000 12,000 20,000
 本の寄付 60,000 83,550 60,000
 CD の寄付 0 4,000 10,000
絵葉書の寄付等 150,000 167,050 150,000
その他 0 0 0

助　成　金　収　入 100,000 100,000 0
 助成金 100,000 100,000 0

委　託　料　収　入 5,017,100 5,017,100 5,013,800
国際交流委託料 0 0 0
指定管理委託料 5,017,100 5,017,100 5,013,800

前　　受　　金 0 0 0
雑　　収　　入 434 11 67
繰　　越　　金 581366 581,366 767,133
収　入　合　計 6,258,900 6,677,228 6,351,000

　

新
年
度
に
は
、
直
営
の
工
事
で
、
玄

関
部
分
屋
根
の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
建
物
の
現
況
調
査
も
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

自
主
事
業
で
は
、
３
年
間
実
施
で
き

な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
７

月
１
日
土
曜
日
に
再
開
い
た
し
ま
す
が
、

小
学
生
と
中
学
生
は
、
は
じ
め
て
の
参

加
に
な
り
ま
す
。
ま
る
３
年
の
ブ
ラ
ン

ク
は
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

　

室
内
コ
ン
サ
ー
ト
も
再
開
、
７
月
22

日
土
曜
日
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
〝
ザ
・

グ
ッ
ピ
ー
ズ
〟
演
奏
会
を
入
場
整
理
券

発
行
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
関
係
で
は
、
６
月
10
日
・
11
日
に

静
岡
の
御
殿
場
東
山
荘
で
全
国
大
会
と

総
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
理
事
の
参
加

を
予
定
。
北
海
道
遺
産
協
議
会
の
総
会

は
、
６
月
29
日
札
幌
に
て
開
催
予
定
。

　

グ
ッ
ズ
関
係
で
は
、
今
年
度
は
英
語

表
記
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
製
作
す
る
予
定

で
す
。

《支出の部》
科　　目 2022 年度

予算額
2022 年度

決算額
2023 年度

予算額

指定管理受託事業 5,017,100 4,643,121 5,013,800
 人　件　費 3,062,032 3,061,561 3,062,032

 需要・役務・委託料 1,428,302 1,398,956 1,425,357
消 耗 品 費 100,000 186,977 100,000

 燃　料　費 191,100 214,897 191,100
 印刷製本費 180,000 144,900 180,000
 光 熱 水 費 247,777 250,989 244,832
 修　繕　料 50,000 21,828 50,000
 通信運搬費 52,200 50,975 52,200
 手　数　料　 39,200 31,000 39,200
 委　託　料 568,025 497,390 568,025

 諸    　経   　費 70,666 48,540 70,611
 消　   費　   税 456,100 134,064 455,800

ピアソン会経費 1,241,800 1,266,974 1,271,800
自　主　事　業　費 1,020,000 1,151,381 1,050,000

 企画展事業 50,000 0 0
 出 版 事 業 150,000 149,851 50,000

 ふれあい事業 400,000 352,325 400,000
 コンサート事業 0 0 200,000
 展示の充実事業 120,000 5,470 100,000
 その他の事業 300,000 643,735 300,000

 ピアソン会事務費 221,800 115,593 221,800
 事 　務 　経 　費 50,000 0 50,000
 通　　信　　費 100,000 87,282 100,000
 会　　議　　費 50,000 28,311 50,000

 旅　　費 0 0 0
 雑　　費 21,800 0 21,800

　　　予　備　費 8,100 0 65,400
支　出　合　計 6,267,000 5,910,095 6,351,000 新

役
員
決
ま
る
！

　

２
０
２
１
年
度
に
、
新
理
事
長
と
し

て
福
井
洋
之
氏
が
就
任
し
ま
し
た
が
、

２
年
の
任
期
を
終
え
、
今
年
度
よ
り
顧

問
と
な
り
ま
し
た
。
新
理
事
長
に
は
前

期
副
理
事
長
で
あ
っ
た
中
山
一
夫

氏
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

副
理
事
長
の
後
任
に
は
、
伊
藤
悟

理
事
が
就
任
し
、
新
た
に
新
理
事

と
し
て
若
手
の
斎
藤
尚
樹
氏
が
就

任
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎
理
事
長　

中
山
一
夫
（
新
任
）、

◎
副
理
事
長　

伊
藤
悟
（
新
任
）、

◎
理　

事　

玉
置
義
弘
（
再
任
）、

◎
理　

事　

森
下
一
彦
（
再
任
）、

◎
理　

事　

神
田
綾
子
（
再
任
）、

◎
理　

事　

河
田
準
子
（
再
任
）、

◎
理　

事　

斎
藤
尚
樹
（
新
任
）、

写真上／総会開始冒頭、ハード顧問から４年ぶりの訪日
が叶った喜びの挨拶を受けたあと、予定された議案が審
議され、すべて承認されました。
写真下／中山一夫新理事長の就任挨拶。その後ハード顧
問を迎えての懇親会、楽しいひと時を過ごしました。
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投
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
：
北
原
俊
之

 
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
勇
退
帰
国　

　
　
　

五
月
十
五
日
（
火
）、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
、
野
付
牛
を
離
れ
る

■
野
付
牛
停
車
場
か
ら

　

列
車
は
、
朝
八
：
〇
〇
発
の

　

名
寄
行
列
車
（
※
名
寄
本
線
）

　

昭
和
三
年
の
名
寄
本
線
運
行
時
間
を

記
し
た
時
刻
表
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
名
寄
直
通
は
午
前
と
午
後

の
二
本
だ
け
で
し
た
（
時
刻
表
参
照
）。

　
　

名
寄
本
線
と
は

　
　

１
９
１
６
（
大
正
５)

年
、
名
寄
か
ら

　
　

網
走
ま
で
が
結
ば
れ
、
名
寄
本
線
を

　
　

経
由
す
る
と
、
函
館
、
札
幌
な
ど
か

　
　

ら
北
見
、
網
走
へ
は
、
従
来
の
池
田

　
　

経
由
の
網
走
本
線
よ
り
も
距
離
が
短

　
　

く
な
り
、
石
北
本
線
開
通
［
１
９
３
２

　
　

(

昭
和
７)

年
］
ま
で
は
網
走
へ
の
メ

　
　

イ
ン
ル
ー
ト
と
な
る
。

　
　

北
見
・
名
寄
間
直
通
の
列
車

　
　

札
幌
、
函
館
ま
で
の
接
続
が
見
込
ま

　
　

れ
た
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
、
午
前
、
午

　
　

後
の
こ
の
二
本
の
み
で
し
た
。

【
写
真
】
旅
立
っ
た
当
時
の
駅
舎
の
イ
メ
ー
ジ

（
当
時
の
絵
は
が
き 

Ａ　

年
代
不
明
）　

野
付

牛
駅
舎
二
代
目
（
大
正
10
年
～
終
戦
前
後
）

■
野
付
牛
を
離
れ
る
日
の
様
子

 　

が
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
証
言
な
ど

　
　

野
付
牛
去
り
が
た
し
。
涙
々
。

◆
『
田
舎
伝
道
者
』
よ
り
◆

　

翌
日
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
北
見
の
駅
頭

に
多
数
の
人
び
と
か
ら
見
送
ら
れ
て
、

十
五
年
間
住
み
な
れ
、
伝
道
し
、
愛
し
、

祈
り
、
助
け
、
励
ま
し
た
北
見
を
後
に

し
て
、
遠
軽
に
向
わ
れ
た
。
佐
藤
校
長

は
途
中
ま
で
同
行
し
た
が
、
各
駅
毎
ミ

セ
ス
・
ピ
ア
ソ
ン
が
手
を
に
ぎ
っ
て
離

さ
ず
、
留
辺
蘂
か
遠
軽
ま
で
い
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
汽
車
の
中
で
泣
き
叫
ぶ
ミ

セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
労
わ
っ
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
ず
、
佐
藤
校
長
の
目
頭
も
い

つ
の
間
に
か
熱
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

や
が
で
汽
車
は
遠
軽
に
つ
い
た
。
駅

頭
に
は
遠
軽
教
会
員
が
多
数
押
し
か
け

て
見
送
り
に
き
て
い
た
。
こ
こ
も
北
見

の
野
付
牛
に
劣
ら
ず
、
彼
ら
が
愛
し
、

伝
道
し
、
働
い
た
神
の
田
畑
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
汽
車
が
遠
軽
を
離
れ
る
頃
、

教
会
員
一
同
は
大
き
な
声
で
「
ま
た
逢

う
日
ま
で
」
の
讃
美
歌
を
歌
っ
た
。
ミ

セ
ス
は
泣
き
出
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
の
眼

に
も
光
る
も
の
が
み
え
た
。
し
か
し
夫

人
は
直
ち
に
作
詩
し
て
、
車
中
よ
り
大

声
で
「
あ
ゝ
学
田
よ
、
あ
ゝ
学
田
よ
」

と
歌
い
な
が
ら
見
え
な
く
な
っ
た
と
い

う
。

　

紋
別
、
名
寄
を
廻
わ
り
、
旭
川
に
立

ち
寄
り
、教
会
員
一
同
に
別
れ
を
告
げ
、

札
幌
に
数
日
滞
在
し
、
小
樽
に
も
数
日

留
ま
り
、
五
月
二
十
日
、
日
曜
日
の
夕

礼
拝
に
説
教
を
し
て
別
れ
を
告
げ
た
。

小
樽
シ
オ
ン
教
会
七
十
五
年
史
は
こ
の

と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て

い
る
。「
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
五

月
二
〇
日
（
日
）
夕
拝
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・

ピ
ア
ソ
ン
博
士
帰
米
に
つ
き
、
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
三
章
一
ー
十
五
節
に
よ
る
告
別

説
教
あ
り
。
出
席
者
八
六
名
。
夕
拝
後

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
送
別
会
を
開
き
別
れ

を
惜
し
ん
だ
」。

　

や
が
て
東
京
、
横
浜
へ
と
向
い
、
愛

し
て
止
ま
な
い
日
本
を
後
に
し
て
、
祖

国
米
国
に
凱
旋
し
て
い
っ
た
。

『
田
舎
伝
道
者　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
』

小
池
創
造
著(1967)

名寄本線（上り）の時刻表

　野付牛　　発    08:00      14:35
　相ノ内　　〃    08:16      14:51
　上相ノ内　〃    08:26      15:05
　留辺蘂　　発    08:49      15:30
　奔無加　　〃    09:02      15:43
　上生田原　〃    09:50      16:25
　下生田原　〃    10:09      16:43
　遠　軽　　〃    10:26      16:57
　社名淵　　〃    10:36      17:05
　上湧別　　〃    10:50      17:18
　中湧別　　着    10:59      17:25
　　　　　　発    11:09      17:29
　沼ノ上　　〃    11:26      17:46
　小　向　　〃    11:40      17:59
　元紋別　　〃    11:57      18:14
　紋　別　　〃    12:12      18:26
　渚　滑　　着    12:20      18:33
　　　　　　発    12:35      18:40
　沙　留　　〃    12:55      18:59
　興　部　　発    13:14      19:16
　宇　津　　〃    13:31      19:32
　中興部　　〃    13:45      19:45
　瀬戸牛　　〃    14:00      19:59
　上興部　　〃    14:21      20:16
　一ノ橋　　〃    14:54      20:44
　下　川　　〃     ??:??       ??:??
　上名寄　　〃     ??:??       ??:??
　名　寄　　着    15:39      21:28

　※ 1926 年 9 月発行の時刻表か
　ら転載。1928 年 9 月のダイヤ
　改正までは、この時刻で運行さ
　れていた。

◆
『
ピ
ア
ソ
ン
物
語
』
よ
り
◆

～
「
忘
れ
ら
れ
ぬ
深
い
教
訓
」
～

　
　
　
　
　

佐
藤
猪
之
助
氏
の
話

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
野
付
牛
を
去
る
日
、

私
は
一
同
を
代
表
し
て
、
途
中
の
遠
軽

駅
ま
で
夫
妻
を
お
送
り
す
る
為
、
汽
車

に
同
乗
し
ま
し
た
。

　

夫
妻
は
車
中
で
朝
食
の
弁
当
を
召
し

上
が
り
、
私
に
も
パ
ン
と
リ
ン
ゴ
を
分

け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
食
後
、
ピ
ア
ソ

ン
さ
ん
は
列
車
の
窓
を
少
し
開
け
、
弁

当
の
包
み
紙
を
細
か
く
ち
ぎ
り
、
無
言

で
ゆ
っ
く
り
外
に
飛
ば
し
ま
し
た
。
ピ

ア
ソ
ン
さ
ん
の
胸
中
に
あ
ふ
れ
る
別
離

の
寂
し
さ
と
日
本
の
人
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
紙
吹
雪
と
し
て
表
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
最
後
の
お
別
れ
と
な
る
遠
軽

駅
で
は
待
ち
か
ま
え
て
い
た
一
群
の

信
者
と
、
握
手
を
か
わ
し
神
の
恵
み

を
祈
り
つ
つ
別
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

『
ピ
ア
ソ
ン
物
語
』（
ピ
ア
ソ
ン
会
編 1999

）

【
写
真
】
昭
和
15
年
頃
の
野
付
牛
停
車
場
全
景
。
絵
葉
書　

Ｂ

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
年
譜
よ
り

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

４
月
11
日(

水)　

第
26
回
日
本
基
督
教
会

　

北
海
道
中
会
（
遠
軽
日
本
基
督
教
会
堂
）

　

ピ
ア
ソ
ン
出
席

５
月
10
日(

木)　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
送
別
会

５
月
15
日(

火)　

野
付
牛
（
北
見
）
を
出
発
。

５
月
20
日(

日)　

小
樽
シ
オ
ン
教
会
で
告

　

別
説
教
・
送
別
会
（
シ
オ
ン
教
会
史
）

※
横
浜
で
客
船
に
乗
船
し
帰
国

エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
フ
・
エ
イ
ジ
ア
号

(

５
月
26
日(

土)

マ
ニ
ラ
出
港
～
６
月
16
日(

土)

バ
ン
ク
ー
バ
ー
着)
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横
浜
で
客
船
エ
ン
プ
レ
ス
・

　

オ
ブ
・
エ
イ
ジ
ア
号
に
乗
船

　

し
帰
国

◆
当
該
客
船
の
乗
客
名
簿
・
運
航
記
録

　

１
９
２
８
年
５
月
26
日
マ
ニ
ラ
発

　
　

～
６
月
16
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
着

◆
米
国
で
の
住
所

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
ノ
ー
ス
ブ
ロ
ー
ド
９

　

２
６
の
Ｄ
・
Ｈ
・
ピ
ア
ソ
ン

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

◆
帰
国
の
際
に
乗
船
し
た
客
船

RM
S Em

press of Asia

　
「
ホ
ワ
イ
ト
・
エ
ン
プ
レ
ス
」
と
讃
え

ら
れ
る
洗
練
さ
れ
た
白
い
船
体
の
客
船

１
９
２
２
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
貼
付
さ
れ
て

い
た
写
真

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
帰
国
し
た
際
の
記

録
・
乗
客
名
簿
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
夫
妻
は
、〝
エ
ン
プ
レ

ス
・
オ
ブ
・
エ
イ
ジ
ア
号
〟
と
い
う
太

平
洋
航
路
の
客
船
に
横
浜
で
乗
船
し
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
確

な
日
時
の
記
載
は
な
し
。
た
だ
し
、
こ

の
船
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
を
５

月
26
日
に
出
港
し
、
途
中
で
横
浜
を
経

由
し
、６
月
16
日
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
に
到
着
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
米
国
で
の
住
ま
い
は
、

身
元
保
証
人
で
あ
る
兄
の
Ｄ
・
Ｈ
・
ピ

ア
ソ
ン
の
住
所（
エ
リ
ザ
ベ
ス
、ノ
ー
ス
・

ブ
ロ
ー
ド
９
２
６
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
３
０
年
の
国
勢
調
査
で
も
二
人
は

こ
の
住
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
日
本　
　

⑶

〜
師
の
残
し
た
も
の　

〜

清
水　

昭
典

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
『
開
館
30
年
記
念
基
調
講
演
』
２
０
０
１
年

思い出の講演
　

と
こ
ろ
で
ピ
ア
ソ
ン
師
に
話
を
戻
し

ま
す
と
師
は
、
子
供
達
を
含
め
て
多
く

の
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
と
共
に
、
一

部
の
人
達
か
ら
迫
害
の
難
に
あ
っ
て
お

り
ま
す
。
一
つ
は
師
夫
妻
の
女
性
の
救

出
や
遊
郭
設
置
反
対
運
動
へ
の
嫌
が
ら

せ
、
特
に
地
回
り
の
人
々
の
夫
人
に
対

す
る
傷
害
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う

一
つ
は
官
憲
が
師
夫
妻
を
ス
パ
イ
で
は

な
い
か
と
嫌
疑
を
か
け
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
日
米
関
係

の
悪
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
わ

が
国
の
明
治
維
新
以
来
の
欧
化
主
義
思

想
が
明
治
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
偏
狭

な
国
家
主
義
思
想
へ
と
転
換
し
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
が
、
直
接
的
に
は
日
米

関
係
の
悪
化
に
あ
り
ま
す
。
日
米
関
係

も
日
露
戦
争
の
頃
ま
で
は
友
好
的
で
、

日
露
の
講
和
条
約
の
締
結
に
ア
メ
リ
カ

の
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

が
、
日
本
に
好
意
的
な
態
度
を
と
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
）

日
露
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
の
満
州
の

鉄
道
経
営
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義

的
進
出
が
行
わ
れ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は

大
陸
に
お
け
る
通
商
上
の
活
動
が
日
本

に
脅
か
さ
れ
る
と
ば
か
り
急
速
に
日
米

関
係
が
冷
却
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
に

列
強
諸
国
の
帝
国
主
義
的
進
出
の
市
場

争
い
が
起
こ
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

政
治
的
軍
事
的
に
は
ア
メ
リ
カ
も
米

西
戦
争
を
起
こ
し
、
そ
の
余
波
と
し
て

ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
占
領
、
そ
れ
か
ら
太
平
洋
上
の

ハ
ワ
イ
王
朝
の
王
権
を
取
り
上
げ
、
侵

略
国
家
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
露
骨
に

現
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
日
米
関
係
に
つ
い
て
も
ア
メ

リ
カ
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年

に
至
っ
て
、
日
本
か
ら
の
移
民
を
一
切

認
め
な
い
排
日
移
民
法
を
成
立
さ
せ
る

と
い
う
挙
に
出
ま
し
た
。
日
本
の
移
民

が
真
面
目
に
働
き
す
ぎ
て
、
黒
人
や
プ
ー

ア
ホ
ワ
イ
ト
と
言
わ
れ
る
白
人
の
職
場

を
奪
う
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ア
メ

リ
カ
人
の
日
曜
礼
拝
に
加
わ
ら
な
い
こ

と
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
民
の
日
本
人

へ
の
反
感
を
強
め
た
こ
と
な
ど
が
排
日

法
制
定
の
理
由
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
を
正
義
と
人
道
の
国
・

国
際
協
調
の
国
と
見
て
い
た
新
渡
戸
稲

造
や
渋
沢
栄
一
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な

日
本
人
を
も
、
大
い
に
憤
激
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
し
て
そ
の
頃
、
明
治
以
来
の
忠
君

愛
国
と
い
う
国
家
主
義
の
思
想
を
鼓
吹

す
る
人
々
が
増
え
、
そ
れ
が
国
民
的
世

論
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
で
は
、

ア
メ
リ
カ
は
日
本
人
を
迫
害
す
る
傲
慢

で
無
礼
な
い
い
が
か
り
を
す
る
国
、
と

い
う
見
方
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
国
粋
主
義
者
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教

に
対
す
る
排
撃
論
も
横
行
す
る
よ
う
に

な
り
、
北
海
道
で
も
著
名
な
昆
虫
学
者

と
し
て
知
ら
れ
た
北
大
農
学
部
教
授
の

松
村
松
年
博
士
が
、
学
生
時
代
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
し
て
の
信
仰
を
捨
て
、
大

正
一
一
年
に
「
科
学
と
信
仰
」
と
い
う

一
文
を
発
表
し
、「
現
代
に
至
っ
て
生
物

学
や
地
質
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
聖
書

の
不
合
理
さ
が
暴
露
さ
れ
る
に
至
っ
た
」

と
し
、
新
し
い
知
識
「
進
化
論
」
に
反

対
す
る
宗
教
的
態
度
は
恥
ず
べ
き
無
知

で
あ
る
と
決
め
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て

松
村
教
授
が
道
徳
や
宗
教
に
対
す
る
敬

意
を
捨
て
、
国
家
主
義
や
帝
国
主
義
を

肯
定
す
る
主
張
は
、
小
野
村
林
蔵
牧
師

を
始
め
多
く
の
信
徒
の
反
論
を
喚
起
し

た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
が
横

行
す
る
中
で
も
北
見
で
説
教
を
続
け
、

十
字
架
の
贖
罪
と
神
の
愛
を
強
調
し
、

子
供
達
に
お
話
を
聞
か
せ
賛
美
歌
を
指

導
し
た
師
の
地
味
で
謙
虚
な
生
き
方
は
、

北
見
の
人
士
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
が
、

師
に
と
っ
て
は
、
心
の
痛
む
住
み
難
い

日
々
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
師
は
六
七

歳
で
引
退
し
野
付
牛
を
去
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
当
時
の
師
夫
妻
に
と
っ

て
日
本
の
世
相
は
決
し
て
望
ま
し
い
も

記
事
訂
正
お
願
い
！

　

前
回
会
報
１
０
９
号
１
ペ
ー
ジ
中
央
写
真

下
説
明
『
弟
所
有
の

0

0

0

0

こ
の
住
宅
…
…
』
の
傍

点
部
分
を
削
除
し
、『
こ
の
住
宅
…
…
』
と
訂

正
し
て
く
だ
さ
い
。



５

の
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
北
見
の
信

徒
が
拠
金
し
て
贈
っ
た
紋
付
き
の
和
服

が
、
わ
ず
か
に
師
夫
妻
の
心
を
慰
め
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
帰
国
し
た
夫
妻

は
、
夫
人
の
故
郷
イ
ー
ス
ト
ン
に
近
い

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
で
著
作
活
動
に

従
い
、
数
冊
の
信
仰
の
冊
子
を
出
版
し

た
の
で
す
。

　

師
が
帰
国
し
て
か
ら
の
日
米
関
係
を

含
む
国
際
政
治
は
日
に
日
に
悪
化
し
ま

し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た

と
き
に
、
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り

返
さ
ぬ
よ
う
国
際
連
盟
の
結
成
を
提
案

し
た
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
も
は
や
国
家
だ
け
の

権
力
政
治
で
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
考
え
た
人
物
で
す
が
、
こ
の

人
も
ピ
ア
ソ
ン
師
と
同
じ
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
地
に
生
ま
れ
、
師
と
同
じ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
師
よ
り
四
年
先

輩
と
し
て
卒
業
し
た
の
で
す
け
れ
ど
、

ア
メ
リ
カ
が
連
盟
に
加
盟
せ
ず
、
英
・
仏
・

伊
・
日
が
理
事
国
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
肝
心
の
日
本
が
一
九
三
三
年
（
昭

和
八
）
満
州
国
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
を
理
由
に
連
盟
を
脱
退
、
昭
和

一
一
年
に
は
イ
タ
リ
ー
の
ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
政
権
が
エ
チ
オ
ピ
ア
に
進
入
、
連
盟

か
ら
侵
略
国
の
判
定
を
受
け
る
。
さ
ら

に
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
日

中
戦
争
が
始
ま
り
、
こ
の
年
に
は
ピ
ア

ソ
ン
夫
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
二
年
後
、
兼
ね
て
糖
尿
病
を
患
っ
て

い
た
師
は
余
病
を
併
発
し
て
七
八
歳
で

死
去
し
ま
し
た
。
一
九
三
九
年
（
昭
和

一
四
）
七
月
三
一
日
で
し
た
。

　

師
の
人
柄
を
、
小
池
創
造
・
吉
田
邦

子
訳
の
ア
イ
ダ
・
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン
著
『
六

月
の
北
見
路
』
の
中
の
小
池
創
造
さ
ん

に
よ
る
『
ピ
ア
ソ
ン
抄
伝
』
か
ら
摘
出

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
師
が
渡
道
し
て

ま
も
な
い
明
治
時
代
、
札
幌
の
豊
平
河

畔
の
サ
ム
ラ
イ
部
落
と
言
わ
れ
た
ス
ラ

ム
街
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
が
前
夜
の
台
風

で
倒
壊
し
た
中
を
背
の
高
い
異
国
人
が

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
、
貧
民
と
一
緒
に

小
屋
の
修
理
を
し
て
い
た
こ
と
が
人
々

の
噂
と
な
っ
た
が
、
そ
の
噂
の
主
が
ピ

ア
ソ
ン
宣
教
師
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
師
は
心
血
を
注
い
で
『
略
註
旧

新
約
全
書
』
の
編
纂
事
業
に
携
わ
り
、

日
本
人
に
聖
書
に
親
し
ん
で
貰
い
た
い

と
尽
力
し
た
が
、
こ
の
仕
事
が
母
校
の

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
、
神
学
博
士
の
称
号
を
受
け
た
の

で
し
た
。
し
か
し
師
は
「
博
士
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
教
会
の
玄
関

で
「
こ
ち
ら
は
ピ
ア
ソ
ン
博
士
で
す
」

と
紹
介
さ
れ
る
と
、
草
履
を
揃
え
な
が

ら
「
私
は
草
履
ば
か
せ

0

0

0

で
す
」
と
日
本

語
の
洒
落
を
言
っ
て
笑
わ
せ
た
そ
う
で

す
。

　

ま
た
師
夫
妻
は
、
貧
し
い
人
、
差
別

さ
れ
て
い
る
人
、
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
、

す
な
わ
ち
弱
者
の
た
め
に
友
人
と
な
り
、

と
り
わ
け
旭
川
の
近
文
の
ア
イ
ヌ
民
族

の
集
落
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
父
と
い
わ
れ

た
有
名
な
英
国
人
伝
道
者
ジ
ョ
ン
・
バ

チ
ェ
ラ
ー
宣
教
師
と
協
力
し
、
ア
イ
ヌ

を
援
助
し
ま
し
た
。

　

師
が
野
付
牛
原
野
に
定
住
し
た
時
は

す
で
に
五
三
歳
で
、
当
時
に
あ
っ
て
は

老
人
で
あ
っ
た
。
伝
道
の
拠
点
と
し
て
、

落
ち
着
く
住
居
を
選
定
す
る
こ
と
に
し

た
が
、
心
の
中
で
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の

入
地
し
て
い
る
遠
軽
の
学
田
に
し
よ
う

か
と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
あ

る
初
秋
の
夕
暮
れ
、
野
付
牛
の
高
台
に

柏
や
エ
ル
ム
の
巨
樹
が
枝
を
広
げ
、
キ

キ
ョ
ウ
・
カ
ル
カ
ヤ
・
ハ
ギ
が
咲
き
乱

れ
、
狐
や
兎
が
出
没
す
る
小
高
い
丘
を

散
歩
す
る
と
、
遠
く
広
が
る
屯
田
の
開

拓
地
の
向
こ
う
に
連
な
る
山
脈
が
美
し

い
夕
焼
け
に
燃
え
て
い
る
。
こ
こ
こ
そ

自
分
た
ち
の
住
む
べ
き
地
、
と
の
霊
感

を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。
師
は
こ
の
丘

に
山
荘
風
の
二
階
建
て
住
宅
を
建
て
た

の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
入
植
民
は
、

師
の
住
居
を
西
洋
風
の
御
殿
と
呼
ん
だ

そ
う
で
す
。
そ
し
て
開
拓
民
は
こ
の
西

洋
館
に
招
か
れ
て
、
西
欧
の
文
物
、
生

活
様
式
を
か
い
ま
見
た
の
で
し
た
。
師

は
こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
「
ス
リ
ー
・

オ
ウ
ク
ス
」
三
本
の
柏
の
あ
る
森
と
呼

ん
だ
の
で
す
。
こ
の
西
洋
館
は
ピ
ア
ソ

ン
師
が
帰
国
し
た
あ
と
北
見
教
会
の
信

徒
や
宣
教
師
も
住
み
ま
し
た
が
そ
の
後
、

唐
笠
医
師
が
こ
れ
を
修
理
活
用
し
ま
し

た
。
一
九
五
二
年
か
ら
は
北
見
市
の
児

童
相
談
所
と
な
っ
た
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
他

が
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

一
九
五
五
年
か
ら
は
道
の
所
有
と
な
り
、

一
九
六
八
年
北
見
市
に
払
い
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会

北
見
教
会
牧
師
だ
っ
た
小
池
創
造
さ
ん

が
、
ピ
ア
ソ
ン
師
の
故
郷
エ
リ
ザ
ベ
ツ

市
と
の
姉
妹
都
市
関
係
提
携
を
呼
び
か

け
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
当
局
と
交
流
し
た

り
、
ピ
ア
ソ
ン
師
の
業
績
を
世
に
紹
介

し
、
こ
れ
に
呼
応
し
、
ピ
ア
ソ
ン
館
の

修
復
に
積
極
的
に
予
算
措
置
を
と
り
、

そ
の
完
成
後
、
北
見
市
の
指
定
文
化
財

と
さ
れ
た
の
が
、
当
時
の
北
見
市
長
宇

佐
見
福
生
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
館
は
単
な
る
箱
物
で
は
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

。
ピ
ア
ソ
ン
師
が
生
き
て
い
れ
ば
、

人
権
を
奪
わ
れ
貧
困
と
病
苦
と
戦
火
に

苦
し
む
人
々
に
対
し
て
愛
と
救
済
の
実

践
を
辛
抱
強
く
続
け
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
ピ
ア
ソ
ン
館
は

0

0

0

0

0

0

師
の
志
を
伝
え
る
重
要
な
記
念
館

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
の

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー 

終 

ー

◎　開催日時　：2023年７月 22日㈯午後 5時より午後６時まで（開場4時半）
◎　開催場所　：ピアソン記念館１階　北見市幸町７丁目４番28号　
◎　出　　演　：ザ・グッピーズ（フォークグループ）
◎予約チケット：鑑賞料は無料で。鑑賞整理券必要（７月２日より予約受付）。
◎問い合わせ　：NPO法人ピアソン会（電話0157-31-1215）

　　ピアソン便り第110号　　2023.5.31



６

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

総
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
報
告
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
顧
問
の
ハ
ー
ド
氏
を

お
迎
え
し
て
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
に
は
、
丸
４
年
間
中
止
し
て
い

ま
し
た
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
を
ハ
ー
ド

氏
の
歓
迎
会
も
兼
ね
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー

ル
で
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
４
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

４
団
体
の
参
加
で
の
開
催
で
す
。
ぜ
ひ
聴

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
報
の
案

内
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
７
月
22
日
に
は
、

フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
〝
ザ
・
グ
ッ
ピ
ー
ズ
〟

に
よ
る
室
内
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
入
場
整
理
券
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
７
月
２
日
か
ら
当
館
に
て
配
布
、
30

名
限
定
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
４
年
間
い
ろ
い

ろ
と
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
一
挙

に
解
除
さ
れ
、
当
会
も
こ
の
間
中
止
を
し

て
い
た
諸
自
主
事
業
を
再
開
し
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
ら
の
準
備
で
毎
日
追
わ
れ
て
い

る
状
態
で
す
。
感
覚
を
取
り
戻
す
ま
で
ど

の
位
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
事
務
局
に

手
伝
い
が
欲
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
39
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
３
・
４
・
７
（
金
）　

　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
の
挨
拶

◆
北
見
で
は
春
の
兆
し
を
楽
し
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
秋
に
入
り
、
天
候
は
安
定
し
て
い
ま

す
。
今
日
の
グ
ッ
ド
・
フ
ラ
イ
デ
ー
か

ら
イ
ー
ス
タ
ー
・
ホ
リ
デ
ー
が
始
ま
り
、

多
く
の
人
々
が
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。

◆
先
日
の
メ
ー
ル
に
、
信
号
待
ち
で
ト

ラ
ク
タ
ー
を
見
た
と
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
の
よ
り
ず
っ
と
大

き
な
も
の
で
す
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
は
、
古

く
な
っ
て
も
彼
の
機
械
が
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

◆
先
週
土
曜
日
（
４
／
１
）
フ
ァ
ン
ガ

ヌ
イ
へ
来
て
、
明
日
（
４
／
８
）
戻
り

ま
す
。
目
的
は
リ
ン
ゴ
の
収
穫
で
し
た

が
、
あ
ま
り
良
く
な
く
、
一
番
の
出
来

は
「
ふ
じ
」
で
し
た
。
友
人
た
ち
へ
の

贈
り
物
に
は
十
分
で
す
。

◆
先
日
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
フ
ァ
ン
ガ
ヌ

イ
の
北
で
パ
テ
ア
リ
ヴ
ァ
ー
に
あ
る
ロ

ト
ラ
ン
ギ
ダ
ム
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
場
所
で
、
辺
鄙
な
地
域
で
し

た
が
、
近
辺
に
は
美
し
い
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
途
中
、
ア
ル
ト
ン
と
ハ
ー

レ
イ
ヴ
ィ
ル
の
酪
農
地
帯
を
通
り
ま
し

た
。
１
９
０
７
年
と
１
８
９
３
年
創
業

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     

〒 090-0043 北海道北見市北３条西３丁目

 携帯 .090-2693-1919 ℡ .0157-57-3664

 定休日／毎週木曜日・営業時間／ 10 時〜 19 時

電
子
書
籍
版
「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」

　
　
　
（
創
刊
号
～
第
１
０
８
号
』

１
９
９
８
年
10
月
～
２
０
２
３
年
１
月

　

４
８
７
ペ
ー
ジ
・
カ
ラ
ー
仕
上
げ

　
　
　

予
約
販
売　

２
５
０
０
円

の
事
業
は
今
も
健
在
で
す
。
フ
ァ
ン
ガ

ヌ
イ
か
ら
タ
ラ
ナ
キ
へ
至
る
メ
イ
ン
ハ

イ
ウ
ェ
ー
の
ル
ー
ト
３
か
ら
距
離
が
あ

り
、
こ
こ
も
ま
た
私
に
は
新
し
い
土
地

で
し
た
。
私
の
コ
テ
ジ
そ
ば
の
パ
ド
ッ

ク
と
羊
た
ち
添
付
し
ま
す
。
北
見
の
皆

様
に
ど
う
ぞ
宜
し
く
。

２
０
２
３
・
４
・
13
（
木
）

◆
教
会
で
イ
ー
ス
タ
ー
を
祝
わ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
ピ
ア
ソ
ン
会
の
総
会
と

そ
れ
に
続
く
集
い
へ
の
お
招
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
で
き
る
よ
う

に
北
見
で
の
日
程
を
組
み
ま
す
。
皆
様

に
お
会
い
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

「
ピ
ア
ソ
ン
便
り
」
の
縮
刷
版
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
火
曜
日
（
４
／
11
）

に
配
達
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
記

録
が
な
さ
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。

◆
北
島
中
央
部
の
山
々
を
見
な
が
ら
楽

し
い
ド
ラ
イ
ヴ
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
心

地
よ
い
秋
の
日
和
で
す
。
北
見
の
皆
様

に
宜
し
く
。

２
０
２
３
・
４
・
17
（
月
）

◆
ピ
ア
ソ
ン
会
定
期
総
会
の
詳
し
い
日

程
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
再
会

が
楽
し
み
で
す
。
小
坂
さ
ん
の
美
し
い

書
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ピ
ア

ソ
ン
便
り
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
土
曜
日
（
４

／
15
）
無
事
に
届
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
も
感
謝
で
す
。

◆
今
朝
、
地
域
の
薬
局
で
最
終
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
旅
へ

の
備
え
が
整
い
ま
し
た
。

２
０
２
３
・
５
・
８
（
月
）

◆
春
の
到
来
を
告
げ
る
新
聞
記
事
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
曇

天
で
雨
も
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

季
節
は
こ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
ス

ト
ー
ブ
の
準
備
も
整
い
ま
し
た
。

◆
土
曜
日
午
後
の
英
国
王
の
戴
冠
式
を

Ｔ
Ｖ
で
見
ま
し
た
。
天
候
は
良
く
な
か
っ

た
と
は
い
え
、
予
定
通
り
進
み
大
成
功

で
し
た
。
６
世
紀
の
彩
色
さ
れ
た
聖
オ
ー

ガ
ス
テ
ィ
ン
聖
書(

注
１)

が
運
ば
れ
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
に
献
呈
さ
れ
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
コ
ル
プ
ス
・

ク
リ
ス
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ(

注
２)

の
パ
ー

カ
ー
図
書
館
所
蔵
で
、
値
が
つ
け
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
宝
物
な
の
で
す
。

◆
来
週
日
本
に
向
け
出
発
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
・
５
・
17
（
水
）

　

札
幌
へ
無
事
到
着

◆
今
日
午
後
、
無
事
に
札
幌
へ
着
き
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
は
長

い
旅
で
し
た
が
、
す
べ
て
が
計
画
ど
お

り
順
調
で
し
た
。
今
日
は
ず
っ
と
天
候

も
良
く
、
北
海
道
へ
戻
っ
て
こ
ら
れ
て

嬉
し
い
で
す
。
北
見
へ
の
Ｊ
Ｒ
予
約
が

で
き
ま
し
た
ら
ま
た
連
絡
い
た
し
ま
す
。

北
見
で
親
し
い
方
々
に
お
会
い
で
き
る

の
が
楽
し
み
で
す
。　

　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

（
注
１
）
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
〈
ア
ウ
グ
ス

　
　

テ
ィ
ヌ
ス
（
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
）〉
は
カ

　
　

ン
タ
ベ
リ
ー
の
初
代
司
教
（
在
任597

　
　

〜604

）。
イ
ン 

グ
ラ
ン
ド
教
会
が
直
面

　
　

す
る
諸
問
題
に
対
応
し
、
教
皇
と
直
結

　
　

し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
路
線
が
敷

　
　

か
れ
た
。〈
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典>

 （
注
２
）
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

　
　

ジ
は
ハ
ー
ド
氏
の
母
校
。

道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座

「
謎
解
き
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と

ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」
受
講
生
募
集
！

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事

始
講
座
」
が
、
６
月
19
日
月
曜
日
に
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
で
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
、

道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
が
閉
校
す
る
こ
と
か
ら

「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
講
座
」
最
後
の
講
座
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
皆
様

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
独
自

講
座
と
し
て
の
継
続
を
考
え
ま
す
。

　　ピアソン便り第110号　　2023.5.31


